
16・17ページに掲載している児童の姿は、幼児期に
育まれたさまざまな力が、小学校生活のいろいろな場
面で生かされている例を示しています。これらの姿は、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」と
よばれています。16ページ上から、反時計回りに「自
立心」「健康な心と体」「思考力の芽生え」「協同
性」「社会生活との関わり」「道徳性・規範意識の
芽生え」「豊かな感性と表現」「数量・図形、標識
や文字などへの関心・感覚」「言葉による伝え合い」
「自然との関わり・生命尊重」を示しています。小学
校でも、児童のこれまでの成長を生かしながら、学習
に取り組むことを目ざしています。

わたし できるよ

16 17
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どんな ことが できるかな。

かつどうの まえと
あとには、てを あらおう。

きを つけよう
入学当初には、児童のこれまでの成
長を生かしながら、円滑に小学校の
学びに移行することができるよう、「ス
タートカリキュラム」が行われます。ス
タートカリキュラムでは、生活科を中心
に、柔軟な時間割を設定することに
よって、安心して自分を発揮したり、
主体的に学習に取り組む姿勢を育ん
だりします。

わたしの がっこうさあ 
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あとには、てを あらおう。
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ができるよう、「ス

タートカリキュラム」
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きょうは なにに であうかな。

もっと たんけん
したいです。

たんけんして みよう
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16・17ページに掲載している児童の姿は、幼児期に
育まれたさまざまな力が、小学校生活のいろいろな場
面で生かされている例を示しています。これらの姿は、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」と
よばれています。16ページ上から、反時計回りに「自
立心」「健康な心と体」「思考力の芽生え」「協同
性」「社会生活との関わり」「道徳性・規範意識の
芽生え」「豊かな感性と表現」「数量・図形、標識
や文字などへの関心・感覚」「言葉による伝え合い」
「自然との関わり・生命尊重」を示しています。小学
校でも、児童のこれまでの成長を生かしながら、学習
に取り組むことを目ざしています。
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幼保での学びや育ちを生かし、
主体的に学べる構成です

家庭とイメージを共有でき、
円滑な連携に役立ちます

身につけた資質・能力を、
中学年へしっかりとつなげます

　左ページの絵を見て関心をもち、右ページの写真を手がかりに活動を
進める見開きの紙面構成です。絵を見て発見するという幼保で馴染み深
い活動から始めることで、子どもがそれまで育んできた資質・能力を踏
まえ、主体的に活動に取り組むことができます。

　「幼稚園教育要領」等に示された、いわゆる「10
の姿」を具体的な場面のイラストで示すとともに、
「保護者の皆様へ」の中で、そのねらいを解説して
います。幼保での成長のイメージを保護者と共有す
ることで、家庭との連携に活用することができます。

　どの単元も、それぞれの活動の中で、
体験と言葉を通した学びを充実させる
ことによって、中学年につながる資質・
能力が育まれることを大切にしています。
　そのため、下巻末には、これまでに身
につけた資質・能力を振り返り、３年生
の学習をイメージしながら、進級への
期待が高まる場を設けました。

幼保小の架け橋期を支える
スタートカリキュラム、
中学年への接続

今日的な教育課題への対応

スタートカリキュラムの紙面構成

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）

中学年への接続

資質・能力を振り返る 中学年の学習へ

▼上巻10ページ

▼下巻96ページ

▲上巻16ページ

•「協同性」の例

幼稚園・保育所での学びや育ち

絵を見て関心をもつ左ページ

小学校での学びや生活

写真を手がかりに活動右ページ
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交通安全 注意したい生き物健康・衛生 道具の使い方
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小さい ころは、
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カードの かきかた

きろくを しよう
みつけた ことや わかった こと、おもった ことは、
えや ぶんで きろくして おこう。
タブレットを つかって、しゃしんや どうがを とるのも いいね。

カードに きろくして おくと、
いつ、どんな ことが あったのか 
おもいだしやすいね。

タブレットや デジタルカメラの つかいかた
タブレット デジタルカメラ
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まわりに いる ひとの ことを
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てを あらい、うがいを しよう。
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つかう ときの やくそく

せなかと くびを
まっすぐ のばして みよう。

ほんものと ふれあう
じかんを たいせつに しよう。

・学校の新しい生活様式への配慮について
この教科書では、学習活動を分かりやすく伝え
るため、マスクの着用等を省略している箇所が
あります。実際の学習の際には、学校の新し
い生活様式に基づき、適切な感染予防対策を
とっていただきますようお願いいたします。

・二次元コードの活用について
左の写真の上に付した二次元コードを読み取る
ことで、情報機器を使う際の注意点や、学校
の新しい生活様式に基づいた衛生面への配慮
に関する資料を閲覧することができます。
授業内や、ご家庭での学習にご活用ください。

先生・保護者の皆様へ

もくじ
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56〜 62

６〜 19
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66〜 74
98〜 106
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がくしゅうを ひろげる
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対話的な学びを活性化させる
活用を提案しています

生活科の学びに資する、ICT機器利活用のために

教科共通QRコードコンテンツ

みんなで かんがえたい
たいせつな こと

子どもたちの安全に関わる情報を
動画やアニメーションでわかりやすく

思考ツール等の活用例を提示
情報をまとめる力を育みます

　ICT機器を効果的に活用することで、コミュ
ニケーションが促され、対話的な学びが活性化
します。さまざまな対象とのコミュニケーショ
ンを促すという観点から、ICT機器の活用例を、
意図的・計画的に位置づけています。

　活動の中で、必ず子どもたちに確認してほしい安全に関わる情報を、アニメーションや
動画で収録しています。関連する活動がある教科書のページに、QRコードを繰り返し位
置づけており、生活上必要な習慣等を確実に身につけられるように配慮しています。

　付箋を使った情報整理のしかたなど、低学年の子どもでも無
理なく活用できる思考ツールの活用例を提示しています。思考
を明確にしたり、協働的に学んだりするときに役立ちます。

ICT機器の利活用、QRコードコンテンツ、
情報活用能力の育成
ICT機器の利活用

QRコードコンテンツ

情報活用能力

❶ 学習対象との
コミュニケーション

❷ 友達との
コミュニケーション

❸ 学校外の方 と々の
コミュニケーション

❹ 自分自身との
コミュニケーション

●写真での記録
●写真を見せ合う
●記録を見返す

●発表・プレゼン
●動画の活用
●オンライン通話

シンプルな
活用例

多様な
活用例上巻 下巻

▲上巻35ページ ▲下巻42ページ ▲下巻91ページ ▲上巻94ページ

▲下巻88ページ ▲上巻105ページ

▲上下巻2ページ ▲上巻別冊９ページ
　下巻別冊7ページ

▲ タブレット等の使用後に効果的な整理体操
を収録しています。首や肩をほぐすだけで
なく、ドライアイ防止にもつながります。

▲ 防災に関する情報をアニメーションでわ
かりやすく提示。命を守るために必ず
実行してほしいことをまとめています。

　写真を使って日々の記録
を積み重ねることで、気づ
きにつなげる。

◆発達段階を考慮した活用例の提示
　子どもたちの発達段階を考慮し、上巻では取
り入れやすいシンプルな例を中心に、下巻では
目的に応じた多様な活用例を提示しています。

◆コンテンツ内容
●タブレットなどを使うときは
●感染症対策
●防災
●SDGs
●学校で使う日本語

横断歩道 ／ 

曲がり角 ／ 狭い道 ／ 

工事をしているところ ／ 

踏切 ／ 雨の日

アシナガバチ／スズメバチ／
セアカゴケグモ／チャドクガの
幼虫／ヒアリ／マダニ／マムシ／
ムカデ／ぎんなん／ウルシ／
ヨウシュヤマゴボウ

手洗い ／ 

マスクの付け方

はさみの使い方 ／ 

きりの使い方 ／ 

段ボールカッターの使い方 ／ 

カッターナイフの使い方

◆活用にあたっての注意点を掲載
　心身の健康や、ルール・マナーを守りながら、生活科
らしい学びを深められるよう、タブレット等を活用する
際の注意点を掲載しています。

　誰もが安心、安全に学校生活を送ることがで
きるよう、教科を横断して大切にしたい情報を、
各分野における専門家の監修の下に制作し、QR
コードコンテンツに収録しています。　飼育する中で気づいたこ

とを、動画を活用して、友
達に伝える。

　離れた場所にいる人に、
自分の成長について聞き取
りを行う。

　タブレットに保存されて
きた記録を見返し、単元の
全体を振り返る。

▶

今日的な教育課題への対応
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「保護者の皆様へ」を新設
教科書が情報共有を支えます

低学年でも無理なく
取り組める
SDGs教材を掲載

地域の人との交流で、
より豊かな学びを実現

日本に伝わる
多彩な伝統・文化を
紹介します

　体験・活動を安全で充実したものとする
ためには、家庭との連携が重要となります。
各単元の導入と、特に家庭の協力が必要な
場面に「保護者の皆様へ」を設けました。

　単元扉では、その単元の学習のねらいを
示しています。子どもたちが身につけたい
力を共有し、活動への理解を促します。

　生活廃材で遊ぶ単元では、素材に目を
向けることで、学校や生活の中で、環境
について考えることを呼びかけています。

　保護者の協力が必要となる場面では、
その内容を具体的に示しています。家庭
に協力を呼びかける際の参考として活用
できます。

　アメリカザリガニやアカミミガメなど
の外来生物が他の生物に与える影響や、
見つけたときの注意点をまとめています。

　SDGs の 17 の目標と関連する単元に、教材を掲
載しています。低学年の子どもでも取り組みやすい
内容を扱うことで、SDGs について考えるきっかけ
となります。当該の教材には、国連に申請したうえ
で、公式のカラーホイールマークを付しています。

　子どもたちが自分の地域に愛着をもつこと
ができるよう、地域の方々との交流の例をさ
まざまな形で繰り返し提示しています。具体
的な交流のイメージをもつことで、学習意欲
がさらに高まります。

　日本各地の伝統・文化や季節の行事、伝承遊
びなどを随所で紹介しています。さまざまな地
域の例を取り上げ、児童が身近な伝統・文化に
目を向けるきっかけとしています。

家庭・地域との連携、
SDGsとの関わり、伝統・文化の扱い
学校と家庭との連携

SDGsとの関わり

地域との連携

伝統・文化の扱い

学習のねらいを保護者と共有 具体的な協力の呼びかけ

▲上巻31ページ「さいて ほしいな わたしの はな」

▲下巻55ページ「みの 回りの ものを 大切に つかおう」

The content of this publication has not been approved by the United Nations and does not reflect the views of 
the United Nations or its officials or Member States.▲下巻46ページ「あそんで 作って くふうして」

▲下巻別冊27ページ「生きものを かう ときに 考えよう」

▲ 上巻26ページ
通学路を探検する際に、地域社会で子ど
もを見守る人々に気づく。

▲ 上巻55ページ
夏休みの時期にあわせ、全国各地の行事や
伝統・文化を紹介している。

▲ 下巻19ページ、31ページ
春のまち探検で出会った農家の方に、栽培単元で
野菜の育て方について質問する。

▲ 下巻12ページ
季節の行事や各地の伝統・文化を、四季を通して
紹介している。

つくる責任 つかう責任SDGs12 陸の豊かさも守ろうSDGs15

▶

今日的な教育課題への対応

2524

どんな はなを
さかせたいかな。

さいてほしいな

わたしの な
この学習では、児童が自分で植物を
育てることで、植物が生命をもってい
ることに気づき、植物に親しみをもっ
て、大切にしたいと思うことをねらいと
しています。
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あそんで
作
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って
くふうして

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

この学習では、児童が身近にある物
で遊んだり、おもちゃを作ったりするこ
とで、遊びを考えることの楽しさや、
友達と遊ぶことのよさに気づくことを
ねらいとしています。
授業でおもちゃ作りをするときは、家
庭に材料集めのお願いをすることが
あります。そのときは、可能な範囲
でご協力ください。

どんな ものが、
あつまるかな。

46 4746 47

こまった ことを かいけつして、
どんな 気もちに なったかな。

わたしの ミニトマトにも、
同
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かいけつほうほうを
考
かんが

えよう。

ぼくの ナスの はっぱが、
虫に 食

た
べられて

しまいました。

ここに 書
か

いて ある
ことを、やって みたら
どうかな。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

こまった ときは、どう すれば いいかな。気
に
な
る
こ
と
を

そ
う
だ
ん
し
よ
う 毎日に

楽しい
にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

やさい作
づく
りの

こつ

22

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

かいけつほうほうを
見つけよう。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

本や インターネットで しらべる やさい名
めい

人
じん

に きく

みんなで
そうだんする

30 31

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

まわりを よく 見る まちの 人と あいさつを したり、
話
はなし
を したり する

音や においに
ちゅういする

どう すれば、まちの ことが
よく 分

わ

かるだろう。

まちたんけんに 行
い

って みて、
どんな 気もちに なったかな。

こんにちは。
今
いま
、お話

はなし
を 聞

き
いても

いいですか。

どんな やさいを
そだてて
いるのですか。

しゃしんを
とっても いいですか。

おはなし会
かい
の よていが

書
か
いて あるよ。

わたしが 通
かよ
って いた

ようち園
えん
だよ。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

た
ん
け
ん
に
しゅ
っ
ぱ
つ
し
よ
う

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

インタビューを
しよう

9

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

じょうほうききを
つかおう

7

児童が安全に地域に出かけることができるよう、学校からボランティア協力のお願いが届くことが
あります。そのときは、可能な範囲でご協力ください。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

何
な に

が 見つかるかな。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

18 19

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

ものを 大
たい
切
せつ
に

しよう

5

みの 回
まわ

りの ものに ついて いる、
いろいろな しるしを 見つけて みよう。

ざいりょうや どうぐを
大
たい
切
せつ
に しよう。

しげんに なる ものは、
リサイクルに 出そう。

みの 回
まわ

りの ものを
大
たい

切
せつ

に つかおう
おもちゃを 作

つく

る ときや 作
つく

った 後
あと

に、
自
じ

分
ぶん

に できる ことを 考
かんが

え、やって みよう。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

じまんの おもちゃが
できたかな
おもちゃを 作

つく

ったり、あそんだり して、
かんじた ことや 考

かんが

えた ことは、何
なに

かな。
もっと やって みたい ことは 何

なん

だろう。

今
いま

の あなたの
気もちを 書

か

こう。
これまでに した ことを
思
おも

い出そう。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

はやく すすむよ。
よく 見て いてね。

児童が、学習したことを生かして身の回りの物を使ったおもちゃを作りたいと考えたときは、可能な範囲でご協力ください。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

家庭でも、児童といっしょに SDGs（※）について考えたり、日常生活の中でできることに取り組んだりしてみてください。
（※「Sustainable Development Goals」の略称。日本では「持続可能な開発目標」と訳される。）

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

また、みんなで
あそびたいね。

かんきょうに やさしい
ざいりょうを つかって
作
つく
ったよ。

何
なに
で できて
いるのかが、
分
わ
かる しるし。

かんきょうに
気を つけて いる しるし。

ちいきで リサイクルを して
作
つく
られた ものの しるし。

（秋
あき
田
た
県
けん
）

54 55

かう 前
ま え

に、
さいごまで
かいつづけ
られるか、
そうだんする。

アカミミガメ
（ミドリガメ）

アメリカザリガニ

ぜったいに 外
そ と

に
にがさないで、
さいごまで かう。

アメリカザリガニや アカミミガメは、
外
が い

国
こ く

から もちこまれた 生
い

きものです。
このように、べつの ばしょから 人に
よって もちこまれた 生

い

きものを
「外

が い

来
ら い

しゅ」と いいます。
外
が い

来
ら い

しゅが ふえると、その ばしょに
もともと いた 生

い

きものが すみにくく
なり、数

か ず

が へったり、いなく なったり
して しまう ことが あります。

生
い

きものを 
かう ときに 
考
かんが

えよう

・ホウレンソウ、パン、かつおぶし など

・ミカン、サンショウなどの は

ミカンなどの は

よう虫
ちゅう

が 水に
おちない
ように、
ふたを する。

エアポンプ
・ろかそうち

足が 生
は

えたら、りくちを つくる。

土

かくれが

ぼう虫
ちゅう

シート

・日の 当
あ

たらない ところに おく。
・いっしゅうかんに いちどは、水

み ず

を かえる。

・毎
ま い

日
に ち

 ふんを そうじする。
・せい虫

ちゅう

は、かうのが むずかしい。
元
も と

 いた ばしょに かえす ほうが よい。

・かれは、キャベツ、にぼし など

・いつも、土を しめらせて おく。
・日の 当

あ

たらない ところに おく。

・生
い

きた アカムシ、メダカ など

・食
た

べのこした えさは、とりのぞく。
・せい虫

ちゅう

は、かうのが むずかしい。
元
も と

 いた ばしょに かえす ほうが よい。

・キャベツ、ニンジン、
たまごの から など

・かんそうしないよう、こまめに
きりふきで 水を やる。

・日の 当
あ

たらない ところに おく。

・リンゴ、こん虫
ちゅう

ゼリー など

・日かげか、へやの 中で かう。
・マットが かわいて きたら、しめらせる。

ダンゴムシ

やご（トンボ）

クワガタムシ・カブトムシおたまじゃくし（カエル）

アゲハ（ナミアゲハ） カタツムリ

生
い

きものの かい方
か た

気を つけよう

かい方
かた

を たしかめて、元
げん

気
き

に そだてよう。

新
し ん

聞
ぶ ん

紙
し

など

水草

水草 えさは、さらに のせる。

かれは

こん虫
ちゅう

マット

びん
うかする ときに
つかまる えだ

エアポンプ

かれは

木の えだ

のぼり木

水

かくれが

かくれが

えさは、さらに のせる。

えさ台
だ い

えさ

教
きょう

科
か

書
し ょ

37・38ページ

えさ えさ

えさ えさ

えさ

えさ

せわ せわ

せわ
せわ

せわ

せわ

オスと メスを 
分

わ

けて かい、
ふやさない。

生い

き
も
の
と

友と
も
だ
ち

26 27

いって みたいな、
やって みたいな

三
み
重
え
県
けん
四
よっ
日
か
市
いち
市
し

大
おお
阪
さか
府
ふ
池
いけ
田
だ
市
し

埼
さい
玉
たま
県
けん
所
ところ
沢
ざわ
市
し

静
しず
岡
おか
県
けん
静
しず
岡
おか
市
し

福
ふく
岡
おか
県
けん
福
ふく
岡
おか
市
し

徳
とく
島
しま
県
けん
徳
とく
島
しま
市
し

秋
あき
田
た
県
けん
秋
あき
田
た
市
し

熊
くま
本
もと
県
けん
山
やま
鹿
が
市
し

神
か な が わ
奈川県

けん
藤
ふじ
沢
さわ
市
し

和
わ
歌
か
山
やま
県
けん
白
しら
浜
はま
町
ちょう

おもしろそ
うな

こうえんが
あるよ。

わたしの まちには、

どんな おまつりが

あるかな。

うみや やまにもいって みたいな。

児童だけで川や海などの水辺に
近づくことがないよう、
ご留意ください。54 55

ふじまつり
（静
しず

岡
おか

県
けん

藤
ふじ

枝
えだ

市
し

）
ガタリンピック

（佐
さ

賀
が

県
けん

鹿
か

島
しま

市
し

）
こいのぼり

（東
とう

京
きょう

都
と

港
みなと

区
く

）
春
はる

の きゅうしょく
（京
きょう

都
と

府
ふ

京
きょう

都
と

市
し

）
大たこあげまつり

（埼
さい

玉
たま

県
けん

春
かすか

日部
べ

市
し

）
ナナホシテントウ

つつじまつり
（宮
みやぎ

城県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

）
サクラ

（広
ひろ

島
しま

県
けん

広
ひろ

島
しま

市
し

）

どんな ものが 見つかるかな。
どんな ことを しようかな。

春
はる

の生
せい

活
かつ

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

12 13



あなを
あける

あなを
あける

あなを
あける

あなを
あける

どんな みつけかたが
あるだろう。

まわりを よく みる においを かぐ

さわる
なつを みつけに いって、
どんな きもちに なったかな。

こんな ところに
かくれて いたよ。

てつぼうが、
あつく なって いるね。

な
つ
を

み
つ
け
よ
う

どんな ものが みつかるかな。

せあかごけぐも

ちゃどくがの ようちゅう

あしながばち

ちかづかない
ように しよう

こまめに みずを のみ、
すずしい ところで
やすもう。
そとから かえったら、
てを あらい、
うがいを しよう。

きを つけよう

くさの においが
するね。

44 45

いちねんせいが はじまるよ
えを みて、
おはなし しよう。

6 87

ともだちと くらべる

まいにち みる

どう すれば、ようすが
わかるだろう。

はなの せわを して、
どんな きもちに なったかな。

やった。
めが でた。 あたらしい はっぱが

ふえたんだ。

まいにち みずを やろう。

まだ めが
でないな。

きのうと かわった ところは どこかな。

せわを しながら、
もう すこし まって
みましょうか。

せ
わ
を

し
よ
う

34 35

どんな きき方
かた

が
あるかな。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

今い
ま

の
わ
た
し
に
な
る
ま
で
に

せいちょうした 自
じ

分
ぶ ん

の ことを、
もっと しらべて みよう。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

せいちょうした
自
じ

分
ぶん

の ことを しらべて、
どんな 気もちに なったかな。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

いろいろな
れんらくほうほう

10

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

電
でん
話
わ
や メールなどは、

かならず おとなの 人と
いっしょに つかおう。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

気を つけよう

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

みさきさんは、
小さい 子と
あそぶのが
すきでしたよ。

ほいく園
えん
に いる とき、

わたしは 何
なに
を するのが

すきでしたか。

毎日に
楽しい

にちまい

たの

きせつ
の
くらし

　特別支援教育の観点から氏間和仁先生（広島大学大学院准教
授）、学習のユニバーサルデザインの観点から小貫悟先生（明
星大学教授）の校閲を受け、全ての子どもが理解しやすいもの
となるよう、読みやすさ、わかりやすさに十分配慮しました。

　人権教育の観点から出口真紀子先生（上智大学教授）、
外国人児童への教育の観点から浜田麻里先生（京都教育大
学教授）の校閲を受け、教科書に登場する人物の性別 ･人
種 ･身体的特徴に偏りがないように配慮するとともに、幼
児や高齢者、外国の人、障害のある人など、多様な人々が
登場する紙面を心がけました。

　防災・安全教育の観点から木村玲欧先生
（兵庫県立大学教授）の校閲を受け、防災
を含む安全教育と関連した資料を豊富に掲
載しました。生活科の中でも意識を高めら
れるよう、配慮しています。
　特に、交通安全に対する注意が必要な
箇所には、「気を つけよう」のコーナーを
設けるとともに、QRコード資料を用意し、
確実に注意を向けられるようにしました。

　基本となる書体に、文字が判別
しやすく、文章が読みやすいUD
（ユニバーサルデザイン）書体を
使用しています。また、手書き文
字については、筆順・画数・とめ・
はね・はらいに配慮しています。

　教科書に登場する子どもたちの家族構成を多様に示すこと
で、さまざまな家庭環境に十分配慮しています。また、学習活
動は、家庭環境の違いによらず、取り組めるよう配慮しました。

　カラーユニバーサルデザインの観点から、市原恭代先生（工学院大学准教授、CUDO理事）
の校閲を受け、色覚の多様性に配慮し、誰もが明確に識別できる配色を採用しています。

全ての子どもが学びやすい教科書を目ざして、
専門家の校閲を受けています

特別支援教育への配慮

人権・多様性への配慮

防災・安全教育への配慮

書体への配慮 多様な家庭環境への配慮

カラーユニバーサルデザイン

線や影をつけることで、
写真の境界を見やすく

多数派の色覚の
見え方

多数派の色覚の
見え方

色覚特性のある人
の見え方

色覚特性のある人
の見え方

文字の下に影をつけて、
読みやすく

紙面の構造を統一し、
理解しやすく

　小単元名、活動のめあて、「学び方の
ヒント」、「ふりかえろう」などの学習
要素をパターン化して配置しているの
で、理解しやすい構造となっています。

英語・ポルトガル語・中国語・フィリピノ語・
スペイン語・ベトナム語に対応

　多様なルーツをもつ子どもたちが、学校
生活や学習活動にスムーズに参加できるよ
う、学校でよく使うフレーズを音声付きで
収録しています。

この配色では、色覚特性のある子どもは、
キャップが見分けづらくなります。

同じ図版のキャップを白くして、注意すべき
点をはっきり示すようにしました。

教科共通QRコードコンテンツ
がっこうで つかう にほんご

▲上巻45ページ ▲上巻６ページ

◀
下
巻
別
冊
24
ペ
ー
ジ

▲上巻34ページ

▲上下巻別冊3ページ

▲上巻50ページ

▲QRコードコンテンツ「横断歩道」

▲下巻60ページ

▲下巻17ページ「気を つけよう」

▲上巻48ページ

小単元名

活動のめあて

ふりかえろう

学び方の
ヒント

◀ 下巻90ページ
自分の成長を調べる活動
では、家の人だけではなく、
保育士などの身の回りの
人に取材する例も提示。

今日的な教育課題への対応

2726


